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は じめ に
イ ギリス 史にお いて ジ ェ ン トル マ ン は ､ こ こ 30年ほ どの 間に最も重要な論点の - つ とさ
れてきたが ､ なぜそれが重要視され る ようにな っ たの か は ､ 研究者個々 人 にお いて も近年 ､
取り′たてて 説明される こ ともなか っ た｡ それ はジ
ェ ン トル マ ン が重要で ある こ と自体 ､ イ
ギリ ス 近代史研究者にと っ て既 に自明の 前提とな っ て い るか らで あるo しか しイ ギリス 史
だけに埋没 せず､ その 間題意識や論理 を普遍化 させ て い こうとする作業の 中で は､ む しろ
こ の自明の 前提 に つ い て現代的な視点から整理 し､ 今後 のイ ギリ ス 近代史研 究の方向性を
探る辛がか りとするこ とが必要で あると考える｡
そ こ で本稿では ､ 日本にお い て ジ ェ ン トル マ ン が どの ような推移 を経て注目され ､ 現在
の 問題関心 の形 ､ いわゆるジ ェ ン トル マ ン研究 に至 っ たかを僻撤し､ それに よ っ て近代史
にお けるジ ェ ン トル マ ン 研究 の位置付けを行 いた いと考える ｡
も っ とも ､ なぜジ ェ ン トル マ ン が注目され る ようにな っ たか を理解するため には ､ それ
以前に行われてきた歴史学を前提と して 知 っ ておく必要がある｡ そ のため ､ 本稿では まず､
1970年代以前の イ ギリス 近代史研究の概略をまとめ ､ それが目指 した問題意識を明確 にす
る ｡ その 上 で ジ ェ ン トル マ ン研究が どの ような時代背景の もと､ 何 を批判す るため に行わ
れ ､ どの ような変遷をた どっ て今に至 る の か に つ いて まとめ､ 研究の 到達点と限界 を罷明
し､ 最後に凍 っ た課題 と展望に つ いて述 べ て いく ことにする ｡
なお､ こ こ で いうジ ェ ン トル マ ン研究 とは ､ ジ ェ ン トル マ ンとその周縁を分析 の キ ー ワ
ー ドと して掲 げる 一 連のイ ギリ ス近代史研究をさす こ ととする｡
1. 前提 として の戦後歴史学
戦後以降の 日本にお い てイギリス 史研究が重視され てきたの は_､ それが近代の成立 を解
明する要諦として 取り扱うこ とが出来たか らで ある｡ こ こ で研究の起点と して捷起で きる
の は ､ 戦後歴史学に よ っ て探求された､ 近世/近代と いう時代区分の典型的な例として の
イギリス ､ も しくは ｢近代+ の理想像として の イ ギ1jス で あろうo 戦後歴史学にお い てイ
ギリス 史は ､ 以下の ような時代 の 変化を如実に体現するもの と捉 えられた1｡ それはまず､
封建制最後の形態と して の絶対 王政が市民革命に よ っ て打倒され るo それ に続い て ､ 農民
層分解の過程で成立 した農民層上部 (い わゆる ヨ - マ ン) が資本の本源的蓄碍に成功する
こ とで ､ 産業資本の土台が形成されたo そ して産業革命の達成に よ っ て ､ 彼等は経済的な
実力者となっ て い っ た｡ これ に より近代産業資本主義の 時代が到来 したの で あり､ ｢封建遺
1 例 えば大塚史学と呼ばれた大塚久雄の 一 連 の研究を参照｡ 彼は中産的生産者層の両極分解の なかに近代
化 の理念型を見出し､ そ甲健全な近代化お よび資本主義の発展何としてイギリス を薮?た ｡ こ の時､ イギ
リス は世界では じめて市民革命を成功させ ､ 産業革命を成 し遂げたうえで ｢自生的+.な嘩長を続ける近代
の模範国と理解された｡ ま た､ こ の考察はマ ル クス の史的唯物論お よびウ ェ ー バ ー の 政治社会学から多大
な彪響 を受けて いるo
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刺+ を乗 り越 えて近代が 確立 した の だ､ と い う理解で ある｡ 要するに ､ 研究 の重要なキ ー
ワ ー ドと して ､ 転換点となる ｢革命+､ つ まり市民革命と産業革命 (主に前者) が は っ きり
と存在して いた こ とが ､ 研究者の 関心 をイ ギリ ス 近代史に ひき つ けたの で ある｡
こ こ にお いて特徴的な の は ､ ヨ - マ ン に より担われたイ ギ リ ス 経済が 注目され ､ そ の発
展過程が ｢近代+ - の移行 の 理想的指標 で ある と考えられたこ とで ある｡ こ れは つ まり ､
戦後 の研究者たちが ､ イ ギリ ス 近代にお ける 中産的生産者層 の 両極分解の過 程に ｢近代+
- の移行 の理念型 と準拠対象を見出して い たこ とを示 して い るo 少なくとも彼等 の:哩解に
お い て ､ イ ギリ ス は正 し い ｢近代+ - の移行 を行 い えた理想国家で あり ､ 前近代と近代は
構造的に断絶した時代で ある こ とが強調 された の で あるo それ に対 して ､ 日本は ｢上か ら
の+ 改革に よ り､ 封建的 なも の を残 したままの 偏奇な ｢近代+ - の移行 しか行えなか っ た
遅れた国家と常識され たの で あり､ イ ギリス 近代史研究は 日本が正 し い ｢近代+ - の静行
を行うための先例として 重要な意味を付与されたの で ある｡
2. ジ ェ ン トル マ ン研究の 勃興
こ れに対 し1970年代以降､ い わゆる ｢再検討派+ の 登場 に よ っ て ､ 理想像とは異な るイ
ギリ ス 近代史が追究され るこ ととな っ た2｡ そ して それは ､ 前近代との 断絶を強調 し市民革
命に よる劇 的な転換を問題 関心 の 中心 に据える既存 のイ ギリ女史研究 に批判 ･ 修正 を加 え
るもの であ っ たo こ の ような研究が出現 した理 由は ､ 一 方で市民革命を経て い ない 日本に
と っ て の 近代の規範をイ ギリ ス に 求め る こ と - の疑念が惹起 して きた からで あっ た｡ また
他方で は ､ 高度成長期を背景に ､ 近代 の 画期と して市民革命よ りも ｢工業化社会+ の 起点
として の産業革命に ､ より注目が集まる ようにな っ たか らで もあっ た ｡
こ こで重要なの は ､ ｢再検討派+ が提 出した議論が ､ イ ギリ ス の ｢近代+ - の移行過程を
汎用性 の ある理想 的な典型例で はなく ､ イ ギリ ス 独 自なも の と捉 えようとした こ とで ある｡
こ の とき､ ｢再検討派+ の議論 の中心的な考察対象とな っ たの が ジ ェ ン トル マ ン で あ っ た｡
そもそも ､ 戦後歴史学にお い て ジ ェ ン トル マ ン は伝統的な支配者層で あり ､ 近代 にお い て
勃興 してくる産業資本家に よ っ て駆逐され る存在と考えられて いた｡ とこ ろが ｢再検討派+
は､ ヨ - マ ン で はなく.地主で ある ジ
ェ ン トル マ ン こ そ ､ 近代にお ける初期資本を準備 した
人 々 である と考え､ 絶対 王政期か ら産業革命まで を 一 貫して こ の ｢ジ ェ ン トリ資本+ の支
配と して措定する見解を提 示 したの で ある3｡
また ｢英国病 (また はイギリ ス 病)+ 4と呼ばれた同時代的な状況 も､ 戦後歴史学的な理解
2 松浦高嶺 ･柴田三千雄 編 『近代イ ギリス史の再検討』(御茶の水書房, 1 9 72) や越智武臣『近代英国の起
源』(ミネル ヴァ審房,1966) など｡ ま た転換の原点とされる ペリ∵ ･ ア ンダ ー ソ ン r現代イギリス の危機
の 諸起漉+ 同 宿/佐藤昇 訳 『ニ ュ ー ･ レ フ トq)思想 一 先進国革命の道 - 』(河出書房, 1 9 6 8, 1 6-5 6頁: 原
著は 19 6 5) も参照の ことQ
3 戦後歴史学から1 9 8 0年代までのイギリス 史の論点お よび ｢ジ ェ ン トリ資本+ に関わる議論の展開をまと
めたもの としては ､ 越智武臣『近代英国の発見 一 戦後史学の彼方 - 』(ミネル ヴァ書房 , 1 9 9 0) を参照の こ と｡
4 戦後イギリス の経済的衰退 ､ 特に 6 0年代後半以降の経済 の構造的な不況を表す言葉と して流行 した｡ ｢イ
ギリス 衰退論+ と相侯 っ て歴史学的にも問題関心の 対象とされた o サ ッ チ ャ ー の 福祉国家からの脱却とい
う外科手術により快癒した とされるが , 荒療治であ っ たため､ 琴在も体外 ･ 内に傷跡が残る｡･また こ の議
論は､ ｢イギリス 衰通論+ と して ､ 現在まで研究者 の主要な関心で あり つ づ けて い るo 本稿 の 主要な関心で
はないため詳しくは述 べ な いが､ イ ギリ ス の経済的な衰退を問題にするこ の議論･は ､ そ の解答の 一 つ と し
て ､ イ ギリス におけるジ ェ ン トル マ ン 的価値観の優越をあげ､ そ の結果として の ｢産業精神の衰退+ お よ
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からイ ギリ ス 近代史研究を脱却させ る方向に働 いたD つ まり1970年代の経済的衰退 によ り､
もはやイ ギ リ ス は理想的な ｢近代+ - の移行を果た した存在 と して の説得力 を失っ て いた
の で あるo これをうけて ｢再検討派+ は ､ イ ギリス にお い て ｢封建遺制+ 的な支配構造5が
2 0世紀初頭まで推持 され ､ 近代に お いて も彼等が政治 の表舞台 より退潮 しなか っ た こ とに
注目 した｡ こ の 結果 ､ イ ギリ ス の ｢近代+ は ､ 自由貿易 の実現や安定した 二大改党利 の 確
立 と 引き換 えに ､ 既存の支配構造 の 中にそ の他 の 階級が 取り こ まれて い っ た の であり ､ 工
業化 さえ伝統的な支配者層 に よ っ て担われた のだ ､ とい う解釈が なされる ようにな っ て い
っ た｡
1980年代に は ､ か つ て ロ ス トウや ト - ニ ー らが主張 した ｢近代化+ 論の影響をうけて6､
特に伝統的体制に よ っ て担われた近代化 ･ 工業化に注目が集まっ た7B 加 えて これは ､ 産業
資本が政治的 ･ 経済的に ジ ェ ン トル マ ン層 に取り こまれて い っ た点を強調 し､ ジ ェ ン トル
マ ン の ｢奪俸的+ 消費行動を産業革命 の前提と して評価す るもの で あ っ た｡ こ の 結果 ､ 戟
後歴史学が潜在的にも っ て いた 一 国史観や革命論､ 生産 - の視点 の偏重 に対する見直 しが
加速的に進ん で い っ た｡ そ して こ の傾向は ､ ジ ェ ン トル マ ンを担 い手とした近代史の 理解､
い わゆる ｢ジ ェ ン トル マ ン史観+ を生み 出して い っ たの で ある8o
｢ジ ェ ン トル マ ン史観+ は ､ 戦後歴史学 の解釈 であれ ば既 に衰亡 したはずの ジ ェ ン トル
マ ンが ､ 産業資本の 時代にな っ て も政治や行政機構を担 当 しつ づ けた点を重視した｡ そ し
て こ の観点か ら研究が進ん だこ とで ､ ジ ェ ン トル マ ン が覇権を握りつ づ けるというイ ギリ
ス 近代像が浮 かび 上が っ て きた の で あるD`それ に従 っ て戦後歴史学以来､ 重要な論点の 一
っ で あ っ た産業革命に対する評価 は相対的に低くな っ て いき ､ 産業資本では なくジ ェ ン ト
ル マ ンを担 い手とする資本主義の確 立と ､ それ を支えるジ ェ ン トル マ ン的な価値観やジ ェ
び競争力の欠如こそが衰退の原因だとする｡ これは要す るに ､ 経済的実力看 (例えば資本家層) がジ ェ ン
トル マ ン化する こ とにより競争力や競争する意識を失 っ て い っ たと いう考えであり､
- 般 には r文イ岬 批
判 (C ul七urd C ritqu e)+ と (やや批判的に) 呼ばれる論説であるo こ の 間題は衰退をどう捉えるかも含め
て結論がまだ出てい ない ｡ ｢文化的批判+に親和的な研究の代表的例としては ､ M . J. ウ イナ ー , 原剛 訳『英
国産業精神の 衰退 一 文化史的接近 -』(勤草書最 19 8 4)〔原著は M . J. Wl e n e r, EngEsL Caltzlm a Dd 乃8
D8 a&
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z2 8 0f 由eZDdu 鹿m
'
d SpirltJ 1 8 5 0
･1B 8 0(19 8 1)〕 , 逆の立場を取る研究の代表例が W D･ ル - ビ ン ス
テイ ン, 藤井泰 他訳『衰退 しない大英帝国 - そ の経済 ･ 文化 ･ 教育 1 7 5 0
- 1 9 90- 』(晃洋書嵐 19 9 7) 〔W･
D . Rubinstein, CBPltaEsm , a dtztzv, B Dd DeeED el
'
n Bq:l
'
taiD 1 75 0-1 9 9 0(1 99 3)〕 で ある. ｢文化的批判+
をめぐる議筒の 現状と解説に つ い て 臥 重官公生 ｢イ ギリス経済 ｢衰退+ と ｢文化的批判+
- W ･ D ･ ル ー
ビ ン ス テイ ン の モデ ル をめぐ っ て - + ;中村勝巳 編著 『歴史の 中の現代 - 西洋 ･ アジア ･ 日本 - 』(ミネ
ル ヴァ書房, 1 9 9 9, 1 2 9･1 5 0黄) を参照｡
5 1 8世紀における貴族制および伝統的な支配者層により担われた議会政治の概況に つ い て ､ 詳 しくは青木
康 『憩員が選挙区を選ぶ - 1 8世紀イギリス の議会政治 ∴』(山川出版社 1 9 9 7) を参軌 また米)lT伸
一 『現
代イギリス 経済形成史』(未来社 19 9 2) では ､ 1 9･2Q世紀における政党政治と投資家お よび企業の 関わり
に つ い て研究がなされて いる｡
6 W .W . ロ ス トヴ, 木村健康 他訳 『経済成長の諸段階』(ダイヤ モ ン ド社 19 6 1) 〔W･ W ･ Rostow, 乃 8
stage of Ea 'Bam )
'
c 伽 wtL(1 9 6 0)〕, Rr. H . ト - ニ ー , 浜林正夫 訳 『ジェ ン トリの勃興』I(未来社, 1 9 5 7)
〔R. H . TzIW n ey,
`
The R 由e of七he Ge ntry, 1 5 5 8
･16 4 0
'
, E･ M ･ Ca ru s- W ils on(ed.), Es s ay5 血 Ec a D Om ]
'
o
LUsto q(19 5 5)〕 を参照.
･ 例えば川北稔『工業化の歴史的前提 - 帝国とジ ェ ン トル y7 ン ー 』(岩波書店, 1983)を参照o (以下『工業
化』 と略記｡)
8 ジ ェ ン トル マ ン史観お よびジ ェ ン トル マ ン化意識に つ い て は､ 村岡健次 ･ 鈴木利章 他締 『ジ ュ ン ト/レ マ
ン.
･ そ の周辺 とイギリス近代』(ミネル ヴァ 書見 1 9 8 7) を参照｡ 近年まで のイギリス本国の ジ ェ ンt/I, マ
ン研究の推移を解説 したもの としては ､ 川北稔 ｢地主ジ ェ ン トル マ ン の 二十世紀 - ハ バ カ クとトム ソン の
理解 - + 『歴史評論』 , 5 77号(1998,2- 1 4頁)を参照の こ と｡
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ン トル マ ン 理念9に対する関心が 研究者の 間に広ま っ て い っ た｡
さらに従属論や E. E. ウィ リア ム ズの 研究 の影響も受 けた結果10､ イ ギリ ス の近代史理解
には ｢帝国+ の存在が重要 な意味を持 っ て い る こ とが分か っ て きた o なぜなら ｢帝冒+ は ､
イ ギリ ス の産業革命達成に大きな役割を果た して い ただけで なく ､ ジ ェ ン トル マ ン に没落
回避 の機会を与 え､ 本国 の 社会的不安激化 の緩和 に役 立 っ て い た か らで ある ｡ 要するに ､
19世紀イ ギリ ス にお い て ､ ｢帝国+ の 存在はジ ェ ン トル マ ン の 覇権を成立させ るため に不可
欠 の条件だっ たの で ある｡
またジ ェ ン トル マ ン の 理解にも変化が 現れた ｡ それ まで ジ ェ ン トル マ ン は ､ 基本的に農
村部の 広大な所領を経済的な基盤とする地主 ジ ェ ン トリをさ して いた ｡ しか し 19世紀のイ
ギリ ス におい て 実際には ､ シテ ィ を基盤 とする投資家 ･ 証券保有者た ち (近年は金融資本
と呼ばれる) もジ ェ ン トル マ ン層 と して碍知され る ようにな っ て い っ たo こ の こ と を踏ま
え､ 1980年代に早ま､ ジ ェ ン トル マ ンが国内産業だけで なく ､ ｢帝国+ 全体の 産業お よびサ ー
ヴィ ス 業に投資す る存在と して ､ 考察の 対象となっ たの で ある11o また新たに ジ ェ ン トル マ
ン と して措定され るこ と になるプ ロ フ ェ ッ シ ョ ン の勃興12や ､ 強 い ジ ェ ン トル マ ン志 向にも
関わらず社会的東認が欠如 した｢擬似 ジ ェ ン トル マ ン+13とい っ た存在にも関心が集ま っ た｡
そ して ジ ェ ン トル マ ン は全時代を通 じて 同様の 概念 で捉 えられ るわけでは なく ､ それが示
す内容 は時代に よ っ て大きく異なり変化 して い っ たの だと､ イ ギリス 史で は理解され るよ
うにな っ たと い える ｡
3. ジ ェ ン トル マ ン研究 の発展 とそ の 限界
さて 上記の過 程を通 じて ､ ｢ジ ェ ン トル マ ン史観+ は ｢ジ ェ ン トル マ ン と帝国+ という論
点に発展 して い っ た ｡ それ は つ まり ､ 帝国とジ ェ ン トル マ ン が経済的 に どの ような連関を
持 ち､ 支配を貫徹させた の か を問題とする こ とで あっ た｡ またそれ は ､ 現代社会の根底 を
形成 したも の と して ジ ェ ン トル マ ン の役割を捉 え､ 国際関係史的な発想 から ､ 本国 ･ 植民
9 村岡健次 『ヴィ ク トリア時代の政治と社会』(ミネル ヴァ書見 1 9 8 0), 総説 (1-3 6貴)､ 特に第 1､ 第 4
飾参照｡ (以下『ヴィ クトリア時代』 と略記 ｡)
1 0Ⅰ. ウオ ー ラ ー ス テイ ン の ｢連 の研究および E. E. ウィリア ム ズ, 田中浩 訳『帝国主義と知識人 - イギリ
ス q)歴史家たちと酉イン ド ー 』(岩波書店, 1 9 7 9) 〔E: E. 弧 a m s, Eg:)
'
LIsL E)
'
stom
'
i2D SaBd 紘β We st
血 &
'
e s(1 964)〕 を参照o
11 こ の ジ ェ ン トル マ ン層と金融資本およびシテ ィ の 関係を､ その変化も含めて長期的に考察 した の が､ 日
本でも1 9 0年代に有名になるケイ ンとホ プキ ン ス の ｢ジ ェ ン トル マ ン資本主義論+ である｡ P. ケイ ン &
A. ホプキン ス , 竹内幸雄 他訳 『ジ ェ ン トル マ ン資本主義の帝国Ⅰ :創生と膨張 1 6 8 8･ 1 914』(名古屋大学
出版会, 19 97) および木畑洋 一 他訳 『ジェ ン トル マ ン資本主義の帝国Ⅱ :危機と解体19 1 4･19 9 0』(名古
屋大学出版会 1997)〔原著は P. C ain, & A fropkins, Bq T
'
LjE占ZmpaL:T
'
d
'
s R Z168 8
-2 0 M(1 9 9 3, 盟nded.,
H 打 払w
,
200之)〕 . 彼等 の諌論 の解説に つ い ては竹内幸雄 ｢｢ジ ェ ン トル マ ン資本主義+ をめぐ っ て+『歴史
評論』 ,57 7号(1 9 98, 1 5-2 7真)を参照の こ と｡ また ｢ジェ ㌣トル マ ン資本主義論+ の帝国主義研究におけ
る位置付けやそれをめぐる論争および影響に つ い ては ､ 平 田雅博 ｢イギリス帝国主義史研究の流れと現在
- ｢ジ ェ ントル マ ン資本主義論+ と マ ッ ケ ン ジ ー ｢帝国主義研究シリ ー ズ+ の 出所 - +, 『現代史研究』, 第
4 4号 (1 9 98
,
4･ 9 0斉) や秋田茂｢ジ ェ ン トル マ ン社会の変容と海外膨張 一 世紀転換期イ ギリス の ジェ ン
トル マ ン社会 - + , 岡本明 編著 『支配の 文化史』(ミネル ヴァ書房, 1 9 9 7, 6 7･9 3見 以降 『文化史』) に詳
しい ｡
1声 1 9世紀に勃興ずる新たなプ ロ フ ェ ッ シ ョ ンとジ ェ ン トル マ ン の関係に つ い ては ､ 村岡『ヴィ ク トリア時
代』 , 12 51 14 8貢を参照｡
13 ｢擬似ジ ェ ントル マ ン+ 概念に つ い ては)[f北『工業化』 ,2 6 7-3 5 1貫 を参駄
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く研究動向) 日本 に お ける ジ ェ ン トル マ ン研究 の 展開と課題
地両方を同時に支配 ･ 統治する シ ス テ ム (以降 ｢帝国+ と表記) に対する視座を提供する
もの で もあっ た｡
こ の研究が進展する に したが い ､ イ ギ リス 近代史 の 理解と して 16 - 20世紀初頭ま で のイ
ギリ ス をジ ェ ン トル マ ン 層が ｢支配+ i, たの だという解釈が ､ 研究者の 間に流通す る よう
にな っ て い っ た14D そ の 結果 ､ 時代 の断絶ではなく ､ む しろ前近代か ら近代 ､ 帝国期 にか け
て の連続性 を強調する歴史観が確 立 した の で あり ､ 彼等の 社会的 ､ 政治的 - ゲモ ニ ー の 連
続こそ がrr近代化+ の 原動力 と考えられる ようにな っ たの で あるo これは ある意味で ､ ｢近
代化+ を､ 経済 ･ 政治的な利害関係で 桔なく ､ より社会的な価値観や理念か ら問い直そ う
とするもの で あり ､ こ の視点か らイ ギリ ス 近代と現代をより接合的に説 明して い こうとす
る方 向性 を持 っ て いたとい える｡
現在に 至 っ ても ､ イギリス 近代史の 枠組 として ､ 上記 の継続的 ｢支醍+ という解釈 は概
ね維持され て い る｡ こ の 間行 われてきた の は ､ 支配者として の ジ ェ ン トル マ ン を捉 えるた
めの 論理的な補強と､ 個別 の実証研究 (例 えば時代別 ･ 地域別 ･ ジ ェ ン ダ ー ･ 階層に関 し
て) である15｡ そ して その 結果 ､ ジ ェ ン トル マ ンは社会的地位と捉 えられ ､ それ らが体現す
る理念 っ まり ｢ジ ェ ン トル マ ン らしさ (Ge ntle m anly, Ge ntility)+ が論究の主要な対象に
な っ て い っ た｡ こ の ｢ジ ェ ン トル マ ン ら しさ+ が注目されたの は ､ それが ジ ェ ン トル マ ン
を羊独特の権威を与 え､ 彼等を頂点とする社会秩序の安定お よび強化に大きな役割を果た し
たの で はないかと考えられたた めで あるo
さて ､ こ の傾向は 一 方で ､ 1980年代 に経済史的に論じられてきたジ ェ ン トル マ ン の存在
を､ そ れらの実情に即 し､ 文化 を通 じて理解しようとする試み - の展開で あっ た16o しか し
他方 では ､ ジ ェ ン トル マ ン層 の ｢支配+ (または ｢ジ ェ ン トル マ ン ら しさ+ の優越) と いう
80年代以来 の大枠を､ 個別研究 に よ っ て 穴埋めする こ とに腐心 しただけだ っ たの で はない
かとい う疑念も隠し得ない ｡
｢ジ ェ ン トル マ ン と帝国+ が重要な論点と考えられた の は ､ ジ ェ ン トル マ ンやその 理念
と いう国内的な関心と､ ｢帝国+ とい う外部 - の広がり をも っ た視線の両方 を､ 同時 に問題
化 でき る可能性をも っ て いたか らで あるo そ の意味で ､ 例えばジ ェ ン トル マ ン の理念か ら
社会の特質を描き出そうと した村岡健次の研究は ､ そ の 関心を国内社会のみ にむけて い る ｡
その ため彼 の議論には ､ その理念が ｢帝国+ にどう関わ っ て いく の か ､ ｢帝国+ の 支配 とい
か に結び つ く の か という点に つ い て展望 を見出せない ｡ また､ 近年の ジ ェ ン トル マ ン に 関
わる研究をまとめ た 『ジ ェ ン トル マ ン で あるこ と』 で は､ 収められた研究の ほとん どが ､
ジ ェ ン トル マ ン が何を持 っ て自らを示 したか という形式や手続き をめ ぐっ て行われた議論
14 こ こに ､ 個別 の資本家が捷供 しそうにない社会間接資本の提供者として ､ ｢経済合理主義+とは異なる社
会名誉 (r e spe ctab ilityなど) を前提に発想するジ ェ ントル マ ン階級の 役割が強調されるようにな った . 普
た現代的な間者関心から考えても ､ これは重要な主題であっ た ｡ なぜならそれは ､ ジ ェ ン トル マ ンが近代
移行期に果た して いた役割が後発資本主義国における ｢敢府+ の機能と重ね合わせて論 じられたか らであ
る｡
1 5 例えば山本正 編 『ジ ェ ン トル マ ン で ある こ と - そ の変容とイギリス 近代 -』(刀水音最 20 0 0)｡ また こ
れまで の研究におけるジ ェ ントル マ ン概念の総括として はP. J. コ - フ ィ ー ル ド, 松壕俊三 ･ 坂巻清 訳｢イ
ギリス ･ ジェ ン トル マ ン の論争多き歴史+『思想』 , 8 7 3号 (1 9 9 7,6 7･8 5貫) 〔初出は P. ∫. Cor鮎Id,
`
皿 ¢
I)e m o c r atic History ofthe Eng払L Ge ntle m an
'
, mstcw 7bd&p, Vol, 4虫(19 92, p p. 4 0-4 7)〕o
18 ジ ェ ン トル マ ン文イヒの研究に つ い ては ､ 近世の もの ではあるが ､ 渡辺有 二 ｢1 8世紀イギリス ･ ジ 1 7 シト
ル マ ン の変容+ , 岡本 『文化史』(4 1･6 6貢) 参照｡ こ の論文の 中で ､ 彼 はジ ェ ン トル マ ン文化を民衆文化
や中間層とい っ た研究と絡めて論考してい る｡
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で ある｡ そ の ため ､ ｢帝国+ はむ しろ問題 関心 の周縁に配置されて い る17｡ つ まり大枠と し
て維持されて い るジ ェ ン トル マ ン の 支配 に比 して ､ ｢帝国+ に つ い て の視座は ほ とん ど継泉
され て こなか っ た の とい える ｡ そ して それが ､ ウィ リ ア ム ズらがイ ギリ ス 史に対 して突き
つ けた ｢帝国+ の 問題性を希薄化 させ18､ 戦後歴史学的な 一 国史観 - の 回帰を計らずも生み
出 したの である ｡
おわりに ∵ 新たな論点の握 示に代 えて 一
上記 の ような研究 の 限界に も関わらず､ ジ ェ ン トル マ ンは依然と して イギ リス 近代史 に
お い て重要 な分析概念で ある と筆者は考える ｡ そ こ で最後に ､ こ れまで み て きた研究の 流
れを踏まえて ､ 今後 の展望 を簡素なが ら示 しておきたい ｡
問題 となる の は､ ジ ェ ン トル マ ン を分析 の キ ー ワ ー ドとして ､ イ ギリ ス 近代か ら現代 に
わた っ て歴史学上 ､ 重要な意義を持 つ ｢帝国+ をどの ように 理解 し､ 本国と植民地に また
が る問題群に接合お よび議論 して いく か ､ とい うこ とであ る｡ そ の とき障害とな るの が ､
上述 したような ｢帝国+ とジ ェ ン トル マ ン - の 不均等な問題関心 の あり方 で あろう｡ 従 っ
て これを乗 り越えるため に は ､ 最初の 問題提起で ある ｢ジ ェ ン トル マ ン と帝国+ に立 ち戻
り ､ ｢ジ ェ ン トル マ ン ら しさ+ が示すイ ギリス 近代の社会秩序の構造 ･ 連関に つ いて積極的
に問題とする こ とが必要 で あると考える｡ それ は ､ ジ ェ ン トルi, ン の 表象や ｢ジ ェ ン トル
マ ン なる者+ の検討を終えて ､ ジ ェ ン トル マ ン概念を利用 した支配や統治の 構造的説明に
向かうこ と ､ つ ま り何がジ ェ ン トル マ ン の統治を可能に した の か に関心の 比 重を置き直す
こ と である｡
そ のために は ､ 人 々 の ジ ェ ン トル マ ン に なろ.うとする志 向性に より主導されたとされ る
｢近代化+ 改革の 時期 (1830･50年) と､ ｢大英帝国+ が帝国主義的性格 をあらわ にする時
期 (19世紀末) まで を 一 つ の括りと して論考す べ きで あるo 中で も こ の 二 つ の時期を橋渡
しする 1870･80年代と いう時期に ､ ジ ェ ン トル マ ン的価値観がどの ように変化 したか を考
察するこ とこ そ ､ ｢ジ ェ ン トル マ ンと帝国+ の 関係を解き明かす の に重要な意味を持つ の で
は ない だろうか ｡ そ してそれは ､ 近代か ら現代 - 時代が移り変わる中で ､ 統治する者が自
らを変革して いく過程を探る こ とに繋が っ て い る｡ またこれ は同時に ､ ｢近代化+ が単に政
治 的組織や社会生活 の変化 だ けで は なか っ た こ.とを明示 して い る o つ まり上記 の論考は ､
｢近代化+ の特徴とされ る競争な どの 時代精神 が ､ 個人 の意識や価値観にまで浸透 して い
17 同書の 和田光弘｢｢完全なる植民地ジ ェ ン トル マ ン+ をめぎして - ア メリカ南部メリ ー ラ ン ド植民地にお
けるプランタ ー ･ ジ ェ ン トリと火曜倶楽部 - + や藤川隆男 ｢ジ ェ ン トル ウ ー マ ン ･ ダウ ンア ンダ ー + など､
帝国の存在を感じさせる研究もない わ打ではない o しか しこれらの研究においても, 問題とされて い る の
は ｢ジ ェ ン トル マ ンらしさ+ がい かに遺された かということで あり､ ジ ェ ントル マ ン研究にお けるケ ー ス ･
ス タデ ィ ー である｡ それiこ比 べ ､ 補論
代以降の ジ ェ ン トル マ ン研究の成果
いてジ ェ ントル マ ン を考察 し､ イギリ
して い る｡
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れた川北稔の ｢｢帝国とジ ェ ン トル マ ン+ 再考+ は 1980年
とめ､ 同時に社会経済史的ではあるが ､ 本国と植民地の関連にお
の ｢衰退論+ を見据えたうえで ､ ｢帝国+ - の視座を提示 しようと
費 の た軽 ､■同書q)中で彼の論文は全く異質で あり浮きあが っ てみえる ｡ そ の意味で ､ 彼 の論文
か名付捗ら純ない の で
ま､ 既 陪 1 9 9 9年
サ ミ趣
ち
辱
リ
着古≡注意
J7
る｡
回顧と展望+ にお いて ､ 大久保桂子に より指輪されて い る｡ 彼女
タリズム 批判の影響が､ イギリス療国史研究にお いて全く反映さ
し､ 加 えてそ の異常さに女 して警戒感を露l羊して い る. 詳 しく壮
と展望 - + , 第1 0 8編 第5号 (1 9 9 9, 348･3 4 9責), 346貢を参照
く研究動向) 日本 における ジ ェ ン ト ル マ ン 研究 の 展開 と課唐
っ た こ とを追究する契機 となる の で ある｡ そ の 意味で ､ ジ ェ ン トル マ ン研究を進めて いく
こ と は ､ これ までイ ギリ ス 史が行 い えた もの と は異な っ た､ 近代批判 の研究を提起で き る
の で はな いか ､ と考える ｡ こ こ に筆者は ジ ェ ン トル マ ン研究の 新たな可能性を感 じる の で
ある ｡
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